
第
八
十
五
条
第
二
項
の
表
第
四
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
十
条
第
一
項

翌
月
五
日

翌
月
五
日
（
病
院
施
設
に
係
る
単
位
所
属
所
に
あ
つ
て

は
、
翌
月
十
五
日
）

第
六
十
一
条
第
一
項

四
月
十
五
日

四
月
十
五
日
（
病
院
施
設
に
係
る
単
位
所
属
所
に
あ
つ

て
は
、
翌
事
業
年
度
四
月
二
十
五
日
）

第
三
十
条
の
二
第
一

項
各
号
列
記
以
外
の

部
分

老
齢
厚
生
年
金
及
び
平
成

六
年
改
正
法
附
則
第
三
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

改
正
前
の
老
齢
厚
生
年
金

老
齢
厚
生
年
金

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

第
八
十
五
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
業
務
経
理
に
お
い
て
は
、
同
項
第
二
号
に
規
定

す
る
取
引
の
事
務
に
要
す
る
費
用
と
同
項
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
取
引
の
事
務
に
要
す
る
費
用
と
に
区
分
し
て

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
取
引
の
事
務
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
共
通
す
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
連
合
会
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
区
分
し
て
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
十
一
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
年
金
保
険
給
付
積
立
金
等
及
び
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
等
を
合
同
し

て
管
理
及
び
運
用
を
行
つ
た
場
合
の
利
益
又
は
損
失
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
財
務
大
臣
が
定
め
る
。

第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
当
該
長
期
組
合
員
（
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
組
合
員
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
当
該
長
期
組
合
員
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
退
職
届
」
の
下
に
「
又
は
死
亡
届
」

を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
事
項
」」を
「
事
項
を
」」に
、「
死
亡
年
月
日
」」を
「
死
亡
年
月
日
を
」」に
改
め
、「「
死
亡

届
」
と
」
の
下
に
「
、「
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡

に
際
し
、
当
該
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
長
期
給
付
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
」
と
」
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条
の
二
の
二
第
三
項
中
「
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
前
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
退
職
届
又
は
死
亡
届
の
届
出
を
行
つ
た
場
合
に
は
、」を
「
前
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
退
職
届
又
は
死
亡
届
が
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
」
に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
の
二
第
四
項
中
「
に
よ
る
育
児
休
業
等
（
法
第
四
十
条
第
十
二
項
」
を
「
に
よ
る
育
児
休
業
等
（
同

項
」
に
、「
当
該
育
児
休
業
等
（
法
第
四
十
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
当

該
育
児
休
業
等
」
に
、「
標
準
報
酬
育
児
休
業
等
（
法
第
四
十
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）終
了
時
改
定
基
礎
届
」
を
「
標
準
報
酬
育
児
休
業
等
終
了
時
改
定
基
礎
届
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
並

び
に
産
前
産
後
休
業
（
法
第
四
十
条
第
十
四
項
」
を
「
並
び
に
人
事
担
当
者
に
よ
る
産
前
産
後
休
業（
同
項
」に
、「
当

該
産
前
産
後
休
業
（
法
第
四
十
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
当
該
産
前

産
後
休
業
」
に
、「
標
準
報
酬
産
前
産
後
休
業
（
法
第
四
十
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）終
了
時
改
定
基
礎
届
」
を
「
標
準
報
酬
産
前
産
後
休
業
終
了
時
改
定
基
礎
届
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
区
長
」
を
「
、
区
長
又
は
総
合
区
長
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
の
表
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
十
条
第
八
項
の
項
中
「
第
一
号
厚
生
年
金

被
保
険
者
期
間
」
を
「
第
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
（
以
下
「
第
一

号
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
」
に
、「
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
」
を
「
第
二
条
の
五
第
一
項
第
二
号
に
規
定

す
る
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
（
以
下
「
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の

二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
外
務
省
令
第
五
号

外
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
及
び
外
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
外
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
見
出
し
及
び
同
条
中
「
情
報
シ
ス
テ
ム
統
括
企
画
官
」
を
「
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
統
括
企
画
官
」
に
、
同
条

第
二
項
中
「
外
務
省
の
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
「
外
務
省
の
情
報
シ
ス
テ
ム
及
び
通
信
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
の
う
ち
一
人
」
及
び「
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
加
し
、一
人
は
、」

を
削
る
。

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
企
画
官
）

第
十
四
条

人
権
人
道
課
に
、
企
画
官
一
人
を
置
く
。

２

企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
人
権
人
道
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す

る
。

第
三
十
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
世
界
貿
易
機
関
紛
争
処
理
室
」
を
「
国
際
経
済
紛
争
処
理
室
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
及
び
そ
の
附
属
書
の
下
で
の
協
議
及
び
紛
争
解
決
の
処

理
に
関
し
、」を
削
り
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
の
下
で
の
紛
争
解
決
の
処
理
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関

す
る
こ
と
。

イ

経
済
に
関
す
る
国
際
機
関
等
に
係
る
外
交
政
策

ロ

経
済
に
関
す
る
国
際
機
関
等
に
関
し
、
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
行
う
外
国
政
府
と
の
交
渉
及
び
協
力

ハ

経
済
に
関
す
る
国
際
機
関
等
に
関
し
、
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
行
う
国
際
機
関
等
へ
の
参
加
及
び
国
際
機

関
等
と
の
協
力

ニ

経
済
に
関
す
る
国
際
機
関
等
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
締
結
の
準
備
及
び
そ
の
実
施

ホ

経
済
に
関
す
る
国
際
機
関
等
に
提
出
す
る
資
料
の
作
成

二

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
及
び
投
資
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
実
施
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
紛
争
解
決
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
三
条
見
出
し
及
び
同
条
中
「
海
洋
室
」
を
「
海
洋
法
室
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
十
四
号

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
二
号
）
及
び
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基

づ
き
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
二
十
条
の
十
」
を
「
第
百
二
十
条
の
九
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
任
意
継
続
掛
金
」」を
「
任
意
継
続
掛
金
」、」
に
、「
若
し
く
は
任
意
継
続
掛
金
」
を
「
若
し
く
は
任
意

継
続
掛
金
、」に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
厚
生
年
金
保
険
給
付
」
の
下
に
「
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
給
付
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
」
に
改
め
る
。
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